
認知症連携部会研修会　アンケート分析資料（速報版）
参加者数：10月16日　３７名／10月18日　３１名
アンケート回収数：67件

事業所種類別　参加者数

居宅介護支援 36
訪問看護 15
訪問リハ 3
デイサービス 5
通所リハ 2
その他 10

計 71
※　事業所種別を複数選択した方がいるため、事業所別回答数とアンケート回収数は一致しない

※　その他は、訪問介護、医療機関、在宅介護・地域包括支援センターなど

医療介護連携の課題に関する意見（18日回答分のみ）
・ 医療と介護の連携について。なかなか進まない。
・ 医師の敷居が高い。身近な医師が必要。
・ なかなかMCSの更新、書き込みできていないのですが、積極的にしていかなくてはならないと思いました。
・

・ 連携に消極的な意思もまだまだ多いように感じる…。
・ 情報共有についてと思います
・ 本人参加が必要ですが、むづかしい。

感想、意見等（18日回答分のみ）
・ チーム員会議の時、家族を責めるのではなく、家族を中心にした取り組みが素晴らしいとの意見が出ていました。
・ とても参考になりました。
・

・ 大変わかりやすく、良い学びとなりました。ありがとうございました。
・ とても画期的な取り組みです！！ケアマネの仕事はとても孤独なので心強いです！！
・

・ 連携することなるべく多くの人と関わる大切さを感じました。
・

・ きめ細かい支援が作られていると思いました。時間はかかっても必要な事はすべきと思いました。
・ とても良く分かり、考えさせられ、参考になった。
・ パネルディスカッションみせて頂いて勉強になりました。

チームワークに感動しました。（wife含めての）チームが１つになるまで大変な苦労だったと思いますが、とても勇気づけ
られる、心強く思う時間でした。ぜひ利用したいです。ご相談させて下さい。

実際の事例をもとにしたパネルディスカッションではそれぞれの立場での意見が聞けてとてもわかりやすかった。情報の
共有、理解の大切さを強く感じた。

回答数

認知症の方の接し方について共有できない場合もある。家族への対応についてもどうしたらいいのか（家族のそんなは
ずはない…とかたくなな場面など）

ケアのやり方で本来のBPSDが改善したとのこと。多職種連携推進・研修部会の連携と智恵（栄智）を集約してもらえる場
は大切だと思いました。


